
「読み手に情報が正確に

伝わる手順書を書こう」
（高等学校「現代の国語」）

〔高等学校〕 「書くこと」領域におけるICT活用例



単元

単元について

読み手に情報が正確に伝わる手順書を書こう

授業のねらい

手順書の作成を通して，読み手が必要とする情報を的
確に捉え，整理して正確に伝える方法を学ぶ。

ICT活用のポイント

〇協働での意見整理 〇表現・制作 〇相互添削



「現代の国語」 「書くこと」の学習過程と指導事項

学習過程 指導事項

題材の設定
情報の収集
内容の検討

ア 目的や意図に応じて，実社会の中から適切な題材を決め，集め
た情報の妥当性や信頼性を吟味して，伝えたいことを明確にする
こと。

構成の検討
考えの形成
記述

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要
度などを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。
ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明
の仕方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の
仕方を工夫すること。

推敲
共有

エ 目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて，文章全
体を整えたり，読み手からの助言などを踏まえて，自分の文章の特
長や課題を捉え直したりすること。



学習過程 学習活動 活用アプリ

題材の設定
情報の収集
内容の検討

・身近にある手順書を調べ，手順書に記載すべき項
目や分かりやすい手順書の特徴についてまとめる。
・読み手にとって必要な情報を書き出し，情報を分
類する。

Jamboard

構成の検討
考えの形成
記述

・今回は「料理初心者に向けたカレーの作り方」に
ついて，手順書を作成する。
・手順書の構成を考え，アウトラインを作成する。
・読み手の立場から文章表現やレイアウトを考える。

Jamboard スライド

推敲
共有

・手順書を作成していない人に手順を読んでもらい，
改善点を明確化する。
・改善点を踏まえて手順書を修正する。

スライド

学習活動と活用アプリ



ア 目的や意図に応じて，実社会の中から適切な題材を決め，集めた情報
の妥当性や信頼性を吟味して，伝えたいことを明確にすること。

・読み手にとって必要な
情報を書き出し，情報を
分類する。

指導事項とICT活用例①

「ジャムボード」を用い
ることで情報の整理・
分類がしやすくなる。
→共同編集
→情報の可視化



イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度など
を考えて，文章の構成や展開を工夫すること。

指導事項とICT活用例②

・必要な作業を洗い出し，
調理の手順や押さえておく
べきポイントを考える。

思考ツールを用いること
で手順書の構成や展開
が考えやすくなる。
→共同編集
→情報の可視化
→検討の過程の明確化



ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考
えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を工夫すること。

指導事項とICT活用例③

・読み手の立場からどのよ
うな表現が適切か検討す
る。

「スライド」を用いることで
順番の入れ替えなどの編
集がしやすくなる。
→表現・制作
→共同編集



エ 目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて，文章全体を整え
たり，読み手からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や課題を捉
え直したりすること。

指導事項とICT活用例④

・手順書を作成していない
人に読んでもらい，改善点
を明確化する。

「コメント機能」を用いるこ
とで改善点が明確になる。
→共有
→相互添削

振り返りのポイント
・読み手を想定して表現を検討し，分かりやすい
手順書を作成できたか。


